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Ｉはじめに－本年度の研究の方向
せんせい、あのね。このあいだ、きょうしつにあたらしいオルガンが、きましたね。わたしは、あさ早く
学校にきて、かならず、オルガンをひきます。きょうは、どんな音をえらぼうかな、とかんがえます。おと
もだちと、ねこふんじゃった、をひくときは、ピアノの音がいいです。オペレッタのかいぞ〈Ｂは、オルガ
ンの音にします。いずみのせいのうたを、ハープシコードの音でひいていたら、おともだちがいっしょにう
たってくれました。たくさんでうたってくれました。とっても気もちよかったです。わたしは、あたらしい
オルガンが、気に入っています。１年Ｙ子
授業では、目立たないＹ子が、三学期も半ば
になって書いた日記である。新しいオルガンが
教室に入って以来、毎朝、列をついて弾く順番
を待つ子が目につくようになった。弾いている
曲は、ピアノ等のレッスンで習っているもの以
外に、やがて、学年でとりくんでいる、オペレ
ッタの曲のさぐり弾きが聞かれ始めた。そして
器用にも、曲のイメージにあわせて、音色を選
ぶ子どもがふえて来たのである。まだ、１年生
なのに、という思いと同時に、１年生だからこ
そ、敏感にイメージを感じとって、音色を選べ
るのではないかとも思うに至った。
昨年来、私たちは、「豊かさ確かさ」を授業
の到達目標としてとらえなおして、研究をすす
めて来た。音楽という教科のわくで考えてみる
と、
豊かさを、表現される音楽の豊かさはもちろ
ん児童が音楽表現に向かって、意欲的に立ち向
かう姿としてとらえる。
確かさは、そのような学習姿勢に支えられて
児童の身につくべき能力ととらえる。
授業の場では、教師のピアノ伴奏で歌うことだ
けに限られる児童の活動が、朝の教室では、伴
奏をさぐり弾きしたり、曲のイメージに合わせ
て伴奏の音色を選んだりという方向にまでひろ
がっていく。これを、私たちが望む「豊かさ確
かさ」の一つのあらわれととらえたい。
しかし、私たちの課題は、「授業」しかも一
時限の授業というごく限られた場での上述のよ
うな場面を設定することである。
そこで、私たちは、昨年度試みた「つかむ」
「あらわす」「せまる」「ひろげる」の４つの
追求過程を足がかりにして、－時限の授業の中
で、もう一歩の追求＝充実の場、をいかにして
設定するかに研究の重点をおいて考えることに
した。しかもそれを、まだ教師の役割りがかな
り重要な、低・中学年の授業実践の場に絞って
考えようとしたのである。音楽という教科の特
殊性から、教師の指導力は､大切な条件である。
児童に、もう一歩の追求を要求するには、何を
みつけさせ、何をさぐらせたらよいかを中心に
考えていきたい。
－５９－
どんな場として設定したらよいかについて、1
年の教材「たき火」を例に、考えてみたい。Ⅱ追求活動の充実のために
主題ようすを思いうかべて（たき火）
第一次１時
導入一半知教材であるので、メロディを教える
必要はない。「たき火をみたことがありますか、
したことはありますか、何をもやしますか｡｣な
どと質問しながら、経験をたどって導入する。
展開一歌詞唱をする。３題目まで正確に歌詞唱
しながら、’情景を思いうかべることができるよ
うにする。
充実一歌詞も正しく覚え、音程もリズムも正確
に歌えたが、ほんとうに児童が満足してうたう
ことができたかふり返らせる。－年生の児童に
とっては、ここでの自問自答はたいへん難しい。
そこで、「あたろうか」「あたろうよ」を交互
唱させることで、互いに心を通わせながら（さ
むさよりもあたたかさを感じながら）歌えば、
もっとすばらしい歌い方になるということを理
解させる。
まとめ－交互唱を、グループからひとりずつへ
またグループへ、とくりかえしながら、自分な
りのイメージをつかんだ歌い方ができるように
する。
これは、追求過程①であう、の段階での、導
入一展開一充実一まとめの流れである。
③せまるの段階での充実の場となると、さら
により深く曲のイメージを追求する。ことば一
つ一つの吟味（かきね、おちばたき、こがらし
等）から、初冬の寒々とした風景にもかかわら
ず、「あたろうか」「あたろうよ」の交互唱で
伝わってくる心の暖かさを中心のイメージにお
いて、それをあらわすことのできるような歌唱
表現へと高めなければいけない。
即ち、だいたいこれでよし、といった妥協し
た形の表現にとどまらず、さらにもう－歩高ま
った表現ができるようにするためのねり上げの
場として、充実の場の構成をしっかりとらえて
いきたい。
1．追求過程の修正
昨年度の私たちは、一つの主題をかかげての
追求の過程を①つかむ②あらわす③せま
る④ひろげると一応設定し、研究した。本
年度は、全体論とのかかわりで、
①であう
楽曲との出会い。それによって得た感動とイ
メージの具体化をはかろうとする段階。
②つかむ
①で得たイメージを、自分なりの表現力であ
らわし、自分の表現の何が足りないかを自覚す
る段階。
③せまる
学習の主題がはっきりとわかり、よりよい表
現をめざして工夫する段階。
④いかす
自分たちの表現をふり返り、よりイメージが
深まったかどうか確かめたり、さらによい表現
をめざして自分たちの力でたち向かったりする
段階。
というように、修正した。このような追求過
程をたどることによって、何気なく楽譜をよん
で演奏し、教師の指示どおりにくりかえし練習
することで、何となく上手になった気分で次の
曲にうつるといった、受身の授業のスタイルか
ら脱却したい。そして、児童自らに学びとる力
がついたことを自覚させたり、自信を持たせた
り、主題（リズムにのって、和声のひびきを感
じてなど）をはっきり理解させたり、さらには、
新しい曲にであった時に、どんな表現をどんな
方法でといった解決の道すじがわかるようにさ
せたいと考えた。
2．充実の場の構成
追求過程の設定と同時に、－時限の授業の流
れを、導入一展開一充実一まとめと設
定している。音楽では、充実の場をどうとらえ、
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ちは、自分の歌唱表現が、必ずしも暖かさをイ
メージとして描けるものでないことに気づくで
あろう。また、ただ声を出しただけであるよう
な現状にも気づくであろう。気づかない時には
教師がそれを指摘してやらねばならない。そし
て表現がイメージと一致したものになるには、
どんな技能と、どんな心構えとを備えればよい
のか、どこにそのイメージと結びつく秘密がか
くされているのかを見つけなければならない。
また、たまたま耳にした、すばらしいオーケ
ストラの演奏から描き出したイメージを自分た
ちの表現で稚拙ながらも再現しようとし、自分
なりのイメージを作り上げるという場面も考え
られる。
たとえば、ワルトトイフェルの「スケーター
ズワルツ」のオーケストラの演奏を聴いた児童
は、氷の上を流れるようにすべる流麗さを何と
か自分たちの演奏でも表現できるようにと、打
楽器を選んだり、奏法を工夫したり、フレーズ
のまとまりに気を配ったり、主旋律の美しさの
表現にこだわったりするだろう。
こう考えて実践をすすめてくると､私たちは、
目で見たり肌で感じたりしながら学習を進めて
いくことの多い低・中学年では、イメージと技
能との密接な関わりの中で、未知と既知をとら
えていくべきだ、との結論に至った。
（３）教師のかかわり方
未知と既知を明らかにし、今何をすればよい
表現となるかについて、適切な判断を下せるの
は教師である。児童が描くイメージに－歩でも
近づく演奏に向けて舵をとるのは、やはり教師
であり、教師のもつ音楽性が重要な要素となる。
しかし、木琴のトレモロ一つの指導でも「左
右バランスよく焼を動かして｡」と言うより「木
琴がやさしくコロコロという音で歌うように｡」
と言った方が、児童の顔の輝きも木琴の音色も
ぐっと違ってくるという例からもわかるように
教師は、イメージの面からの助言が、技能面の
未知を既知に変える大きな力となり得ることを
自覚していたい。
3．未知と既知のとらえ方
音楽学習をはじめるにあたって、児童にとっ
て、何が既知で何が未知であるのかを教師が見
極めるのはたいへん難しい。わかったつもり、
できるつもりといった安易な構えの児童が、特
に低・中学年には多いと思われるからである。
また、音楽科での未知と既知を、具体的にど
んなものさしではかるかについても、様々な考
え方があると予想される。
本年度は、(1)技能面表現できない→表現
できると、(2)イメージつかめない→つかめ
るという２つの面から、未知と既知について考
えをすすめることにした。
(1)技能面での未知と既知
簡単な言葉で言えば、「できない」状態から
「できる」状態へ児童を変化させることであろ
う。そのためにはまず、「よし、がんばるぞ｡」
という意欲を児童にもたせることである。つま
り、自分はどこまでできて、どこができないの
か、何にとりくめばできるようになるのかをは
っきり見極めさせることが大切になってくる。
発声の仕方や姿勢が悪くて高音が出ないのか、
指使いを知らなくて笛の音が出せないのか、単
なる練習不足で不慣れなためテンポについてい
けないのか、といった「できない」原因をつき
とめ、これさえ解決すれば大丈夫なのだと児童
に自覚させたい。
授業では、学習集団全体で、何ができないた
めにめあてに到達できないのかを見極めて、そ
の未知と既知の間に、学習集団にとって最もふ
さわしい課題を設定しなければならない。
(2)イメージの面からの未知と既知
児童が新しい曲（教材）に出会った時、個々
にイメージを描く。そのイメージを今度は自分
たちの表現で再現しようとする時、はじめに描
いたイメージと自分たちの表現との間に大きな
隔たりがあることに気づく。それをイメージの
面からの未知と既知と、とらえることができる。
「たき火」という言葉やたき火の体験から、寒
さより暖かさのイメージを感じとった子どもた
－６１－
くり返す。この場面を充実の場ととらえたい。
(3)教師のかかわり方
そのような充実の場を構成するには、教師の
手立てや助言が必要となる。児童のうけとり方
や感覚を大切にしながらも、教師は音の美しさ
や表現の豊かさといった点を中心に、児童が納
得できるような形でかかわっていかなければな
らないと考える。
、実践を通して
4年生の実践例一
1．主題合奏のひびき
（「スケーターズワルツ」）
２．めざす確かさ豊かさ
・ふしの形やリズムを生かして、美しい合奏に
まとめることができるようにする。
・自分たちの描いた表現のめあてにむかって、
よい演奏をするために工夫して練習すること
ができるようにする。
4．追求過程（総時数７時限）
①であう（１時）
レコードを聴き、曲のイメージをつかみ、主旋律を
リコーダーで演奏することにより、合奏への可能性を
感じとり、意欲をもたせる。
②つかむ（１時）
主旋律だけではもの足りないので、合奏をすること
でイメージに近づこうとする。イメージ通りの表現が
できるようにするための練習課題をつかみ、練習計画
をたてさせる。
③せまる（４時）
主旋律に、リズム伴奏・副旋律・対旋律を合わせて
いくにつれて、それぞれの楽器の演奏技能を高め、バ
ランスや曲想を考えた表現ができるようにする。
④いかす（１時）
できあがった表現を味わい、どのような過程を経て
このような合奏にしあがったのかふり返らせる。また、
そのことをこれからの学習にも生かそうとさせる。
３．指導にあたって
１１）未知と既知の間のとらえ方
４年生の児童の中には、リコーダーの運指や
タンギングがまだ充分でなかったり、低音がき
れいに演奏できない児童がいる。毎時間、単に
ドリル的な練習ばかり行っていても、しだいに
意欲を失いかねない。そこで、流れるような旋
律とそれを支える３拍子のリズムとが児童を魅
了すると思われる「スケーターズワルツ」を学
習することにより、この曲のもつ美しさをぜひ
自分たちでも表現してみたいという強い意欲を
もたせることが大切だと考えた。レコードのオ
ーケストラ演奏を聴かせると、児童は個々にイ
メージを描くであろう。そのイメージを自分た
ちで表現しようとする時、イメージ（既知）と
自分たちの現実の技能（未知）との間には隔た
りがあることに気づく。その隔たりを毎時間の
課題とし、合奏を通して、解決していくことが
できるようにしたい。
(2)充実の場の構成のし方
導入では、前時をふり返り、本時のめあてを
もつ。展開では、めあてに到達できるように一
生懸命練習をはじめるわけであるが、ここでは
まず、表現できるかもしれないという自信や見
通しがもてるようにしたい。自信や見通しがも
てたら、よりめあてに近づくように再度練習を
5．授業の実際
一「であう」段階で合奏への見通しと意欲を
もたせる追求の場の構成~
いきなりレコードの演奏を聴かせても児童は
あくまでも鑑賞曲としてとらえてしまって、自
分たちがそんな演奏をする（できる）とは夢に
も思わない。また、見通しをもつどころか「そ
んなの無理にきまっている｡」と意欲をそこな
うだけである。
そこでまず、教師がリコーダーで短いふしを
ふき、それをまねることからはじめた。既習の
曲から、即興でつくったメロディーなどを児童
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がタンギングや音色の美しさなどを意識するよ
うに気もちをこめて演奏した。児童の緊張がほ
ぐれはじめたころ､｢スケーターズワルツ」の主
旋律をふきはじめた。何人か「あれっ｡｣と気が
ついた子もいた。「スケーターズワルツだ｡｣と
いう声が聞こえてきた。
Ｔこの曲知っているんですか。
Ｃスケーターズワルツです。
Ｔ今日は、この曲をふけるようにしましょう。
もう一度ふいてみましょう。
6．授業を終えて
（１）未知と既知の間
児童は、スケート場あるいはテレビのコマー
シャルなどでこの曲は知っていたようだ。しか
し、曲を聴いたり口ずさむことはできても、豊
かな曲の流れは知らなかった。曲のはじめから
おわりまで集中して聴いたのは、はじめてで、
児童は体ごと曲にのめりこんでいる様子であっ
た。そして、－人ひとりがイメージを描き、自
分たちで再現してみたいと言い出した。しかし
そのためには、未知から半知になった主旋律を
もっとねり上げ、さらに他の楽器を加え、既知
へと近づいていかなければならない。児童はイ
メージに合う合奏にしようという課題を見つけ、
技能をみがいていく意欲をもったのである。
(2)追求の場の構成
曲を聴く前に、主旋律をある程度練習してお
いたので、その自信が、曲を聴いた後すぐに、
合奏したいという自信につながったのであろう。
レコードといっしょに演奏させたのは、曲の
イメージをことばで話し合っても言いつくすこ
とはできない、それよりも曲に合わせてくり返
し演奏する方が、児童の興味をひくし、よりイ
メージが豊かになり、自分のものになっていく
と考えたからである。リコーダーだけで演奏し
ていた時と比べ、レコードに合わせると、体が
ゆれ動くような光景が見られた時、充実の場が
構成されたと考えた。
(3)教師のかかわり方
第１時なので、音楽的なことはあまり要求し
なかった。指導するというのでなく、範奏でタ
ンギングや音色の美しさを示したり、児童の方
から楽譜が必要だと言われた時、楽譜を提示し
たりというように、児童の曲とのはじめての出
会いということを大切にしたかったのである。
(4)その他
本時では、イメージを大切にしすぎたために、
主旋律奏ができないままに終わってしまった児
童もいた。「つかむ」「せまる」の段階へと進
むにつれ、解決できるようにしたい。
ふけそうですか。
Ｃ音がわからない。
Ｃ楽譜がないとふけません。
Ｔじゃあ、楽譜をあげましょう。
（主旋律の楽譜を配る）
Ｔこれでふけそうですか。
Ｃはい。
（しばらく練習）
Ｔ本当はどんな曲なのかレコードで聴いてみましょ
つｏ
（聴いているうちに自然と体が動き出す子もいた）
Ｔどんな様子が思いうかびましたか。
Ｃ烏が気もちよさそうに空を飛んでいるみたい。
Ｃスケートの上手な人が気もちよさそうに氷の上を
すべっているようです。
Ｔそのような様子を思いうかべながら、レコードと
いっしょにリコーダーでふける部分をふいてみまし
ょつ｡
（リコーダーで練習した部分がでてくると、得意げ
にはりきって演奏していた）
Ｔレコードといっしょに演奏すると、いろんな音が
合わさって、とてもすてきですね。
Ｃ先生、わたしたちも合奏したいです。
Ｃぼくは、こんなむずかしいのできないよ。
Ｔこの楽譜の合奏だったらどうですか。
（教科書の合奏譜を見せる）
Ｃこれなら練習すればできるかもしれない。
このように、オーケストラのすばらしい演奏
を聴いた感動と、またそれに合わせて演奏する
ことの喜びが、児童に合奏への意欲と見通しを
もたせた。
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「ポンポンピアノ」…フレーズごとに鍵盤ハーモニカ
と木きんのどちらがよいか
「小ぎつね」･･･………リズム伴奏の楽器とリズム
を工夫させることにした。二年生という発達段
階を考え、工夫の範囲をしぼった。あくまでも
「曲の感じに合うように工夫する」ということ
を強調した。
このような工夫をグループごとに行った後、
みんなの前で発表するわけだが、聴いていた児
童や教師の方からの感想や意見がグループの新
しい課題となるのである。その新しい課題にむ
けてグループがもう一度、一生懸命練習してい
る時を充実の場と考える。
(3)教師のかかわり方
児童の気のつかない音楽`性に関する重要な点
について、ほめたり、とり上げたりして助言し
全員に広めていきたい。
－２年生の実践例一
1．主題心を合わせて
（｢小ぎつね」「ポンポンピアノ」）
２．めざす確かさ豊かさ
・２拍子のリズムにのって、鍵盤ハーモニカや
木きんを軽快に演奏することができるように
する。
・少人数で気もちを合わせて、楽しく合唱奏し
ようとする意欲をもたせる。
３．指導にあたって
(1)未知と既知の間のとらえ方
二年間の音楽学習で、ほとんどの児童は、歌
も鍵盤ハーモニカも喜んでするが、自分なりに
得意・不得意を感じているらしい。そういう児
童に対し、歌唱教材と器楽教材をつなげること
によって意欲的に取り組ませることはできない
かと考えた。つまり、
「ポンポンピアノ」→｢小ぎつね｣→｢ポンポンピアノ」
（鍵･'､｡、木きん）（歌と打楽器）（鍵･'､.、木きん）
とするのである。歌に自信のない児童は楽器で、
楽器があまり得意でない児童は歌で実力を発揮
できるようにしたい。
しかし、楽器が得意でなくても、歌が苦手で
も、児童が意欲的に取り組めるような課題を設
定すれば、未知から既知に向かって一生懸命努
力するであろう。ここではその課題を「グルー
プで心を合わせて楽しく合奏しよう」というふ
うに設定し、取り組むことにした。
(2)充実の場の構成のし方
２年生も後半となると、グループ活動がさか
んになり、いろんな場面でグループ発表をした
がる。音楽の授業でも「グループごとに歌いた
い｡｣などという要求が聞こえはじめた。－人ひ
とりが全員の前で認められたいという意識のあ
らわれであると考えるが、この要求を満たしな
がら技能を高めようという意欲づけができない
かと考えた。そこで、グループごとに、
4．追求過程（総時数７時限）
①であう（２時）
「小ぎつね」では、交互唱をすることでエコーのおも
しろさに気づいたり、「ポンポンピアノ」では、各フ
レーズの終わりでじゃんけんをしたりしながら、楽し
い活動をくり返すうちに、自然と歌詞が覚えられるよ
うにする。
②つかむ（１時）
最初はJ部分だけ､次にﾉｰﾌ部分だけ､最後に全部
通して演奏するというふうに、演奏が苦手だと思って
いる児童も楽しく「ポンポンピアノ」が演奏できるよ
うにしていく。
③せまる（２時）
グループで演奏をするには、どんなことが大切なの
かを、個人練習やグループ練習、グループ発表を通し
てわからせる。またそういう活動を通して、技能の高
まりもねらう。
④いかす（１時）
自分たちの演奏をさらにねり上げるために、まとめ
の演奏をさせる。
5．授業の実際と考察（せまるの２時）
グループごとに発表をし、他児や教師の意見
をもとに、新しい課題をつくって練習する時間
－６４－
である。前時の工夫を思い出し、もう一度練習
する。いよいよ発表である。ドキドキした表情
で自分たちの番がくるのを楽しみにしていた。
各グループの工夫内容には、
「ポンポンピアノ」では、
・各フレーズの終わりの音をトレモロ奏にする。
・フレーズのイメージを考え、１．２フレーズ、３フ
レーズ、４．５フレーズと楽器を変える。
「小ぎつね」では、
。「くさのみつぶして……つげのくし」の部分に、
Ｊ《J》JJ上入れる。
･秒ソルルクル8分音ぷの早い後打ちﾘｽﾞﾑ
を入れる。
のような工夫があり、これまでの学習内容をう
まく生かすことができた。
どの子も真剣な表`情で音楽にのめりこんでい
る様子だったので終わった後は、心の底から拍
手をしてあげたい気持ちであった。しかし、二
年生の児童は、演奏が終わるやいなや、演奏に
対する評価をする。「○○さんのトレモロがき
れいだった｡」とか「歌い方がはっきりしていて
よかった｡｣など、ほめることが多いが、「ここ
をもう少し注意して｡」ときびしい評価をする児
童もいた。ほめられなかった児童に対しては、
教師がよかったところを指摘し、励ました。
ほめられたことを心の糧として、新しい課題
にむかって再度グループで練習する。この場面
を充実の場ととらえた。
新しい課題には、
。みんなで心を合わせて演奏する
。「小ぎつね」の出だしがおくれないようにする
・○○くんの木きんをまちがえないように
・歌をもっとはっきり元気よく歌う
のようなものがあった。
短時間で協力して練習し、次時の発表を楽し
みに待つのである。
打ち方ということで、木きんがはぎれよくばち
をはずませて打てるようになった子がいた。こ
れまでどれだけ指導してもできなかった子が、
少人数で発表となると他の子に合わせて、ばち
を軽やかにはずませている様子を見て、微笑ま
しく思った。
グループ活動を通して、未知が既知へと変化
したといえよう。
(2)充実の場の構成
どれだけ一生懸命練習しても、演奏は瞬時の
うらに終わってしまう。少しでもまちがうと最
後まで入っていけないで終わることが多い。そ
こで、間奏を入れ、メドレー風につなげると、
－曲めで失敗しても二・三曲目でがんばること
ができる。「この時は失敗したけど、この時は
とても上手だったよ｡」などとほめることにより、
児童は次の練習への意欲をもった。この意欲が
充実の場を構成する原動力となったようだ。
(3)教師のかかわり方
二年生の児童というのは、上手・下手という
ことはわかるが、どこが上手なのか、教師の
注目してほしいところについては、あまり、気
がついてくれない。
そこで、例えば､｢小ぎつね」のリズム伴奏で
むずかしいが、規則性のあるものについては、
１フレーズだけでもとり出して全員に広めるよ
うにした。自分でもはっきりつかめなくて、不
安げに演奏していた本人もそのおかげで自信を
もち、誇らしげであった。
また、楽器の音が曲のイメージと合わないと
言われ、すぐに他の楽器に変えようとしていた
児童に対し、楽器の奏法を変えてはどうかと助
言したりもした。
不安や劣等感をとりのぞき、自信に変えるこ
とが、教師の大切な役割であると考える。
（４）その他
イメージに合った楽器選びとなると、グルー
プ内で意見がくい違い、多数決をしているグル
ープがみられた。自分の意見通りにならなかっ
た児童への対応のし方についての疑問が残った。
6．授業を終えて
(1)未知と既知の間
グループで教え合いながら楽しく学習するう
ちに「ポンポンピアノ」の軽快な曲想に合った
－６５－
ので、このあたりを、未知から既知へ、という
解決の中でとらえ直したいと考えている。
「今日の授業のはじめとおわりで、子どもたち
は、どう変わり、何を学んだのだろう｡」
こんな苦い思いをくりかえしながらの毎日を
送る私たちである。期待どおりの反応がなかっ
たり、児童の反応にふりまわされたりして、つ
いに課題を不自然に、一方的に与えてしまうよ
うな失敗も多い。
そんな中で、私たちは、－時限一時限の授業
を大切にすることが、「豊かさ、確かさ」へつ
ながる道と考えて実践を重ねてきた。おわりに
冒頭の日記を書いたＹ子の作文を紹介して、本
年のつたない研究のまとめとしたい。
Ⅲおわりに一まとめと今後の課題
本年度は、追求過程を見直して部分的に修正
した。児童の意欲的な立ち向かいを促し、－時
限一時限の学習の位置づけをより明らかにする
ためである。そして、①であう②つかむ③
せまる④いかすという、各教科に共通した
追求の流れの中で、音楽学習を設定しようとし
たのである。ここでは、④いかす、を授業の中
にどう組み込んでいくか、が、問題として残さ
れたように思う。
また、充実の場の構成については､「さらにも
う一歩の追求」を音楽学習で、児童にはっきり
自覚させることの難しさを感じた。教師には、
まだまだ不十分、と思える演奏でも、児童はか
なり満足していたり、もうはじめから、自分は
できない、できっこない、とあきらめて、簡単
な練習にも真面目に参加しなかったり、という
場面に、しばしば出くわした。一方では、すぐ
に自分のイメージどおりの演奏ができて、これ
以上文句のつけようもない出来ばえの児童もお
り、他の教科に比べて、著しいまでの個人の能
力差は、これからも、私たち指導者を悩ます問
題であると思う。
未知と既知の間について、私たちは、はっき
り理解した、とは言い難い。単に、知らないこ
とと知っていること、という言葉の解釈のわく
にとどまらず、もっといろんな意味を含むとは
思えるのだが、もう－歩踏み込んだ実践研究が
できなかったのが、残念である。本年度は、技
能面で、できないこと－できたこと、イメー
ジの面で、つかめないこと－つかめたこと、
の二つの面に絞って考えてみた。そして、両者
は、切り離して考えられないという一応の、そ
して当然の結論を得るにとどまった。しかし、
イメージについては、はじめ、漠然としたもの
でしかなかったが、学習が進むにつれ（追求が
深まるにつれ）より明らかな、そしてより高
まったものへと変わっていくことも考えられる
きょう、３月８日、まちにまった、「そつぎよ
う生をおくるかい」です。わたしは、あさからず
っとドキドキしていました。…………みんな体い
くかんにあつまりました。そしていよいよ１年生
のばんです。もっとドキドキしました。フラミン
ゴも、コンドルも、みんなとてもじょうずでした。
わたしのかいぞ<Ｃもとてもじょうずにうたえま
した。おわりの「ありがとう」のうたのとき、オ
ペレッタを見ている６年生も、２年生も、うたっ
ているわたしたちも、み－んなのこころが－つに
なったことが、わかりました。みんなのこころが
－つになって、６年生をおいわいしていることが
わかりました。みんなのこころが－つになって、
オペレッタをうたっていました。こんなになった
のは、はじてでした。
－Ｙ子一
－６６－
